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表彰状の贈呈について

当日は１３時４０分から１４時３０分まで取材対応可能です。
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2025年1月27日

＜表彰式の日時＞
令和７年２月７日（金）１３時３０分開始
旭川市東光２７条８丁目　旭川市総合防災センター２階　会議室
１３時１０分までにお越しください。

＜功績の概要＞
１　日時
令和６年１１月６日（水）消防覚知時間　１２時２４分
２　発生場所
旭川市江丹別町嵐山
３　事故概要
火災発生場所において，居住者が１階屋根上に取り残されている状況であった。
４　被表彰者名及び年齢
稲垣　正雄（いながき　まさお）様　７５歳
５　行動概要
被表彰者は江丹別町嵐山にある飲食店で昼食中，同席していた旭川市消防団の出動メールが鳴っ
たため，屋外に出て火災場所を確認したところ，８０メートル程離れた位置から黒煙が立ち上っ
ているのを確認したことから，現場に向かった。
被表彰者が現場に到着し，出火建物を確認したところ，２階の開口部から黒煙が噴出しており，
１階屋根上にて大声で助けを求める居住者を発見した。
建物に立てかけてあった柱を見つけ，２本の柱を居住者の側へ持って行き建物へ立てかけ地盤面
へ降りてくるよう指示した。
居住者が２本の柱を使用ながら降りてきた。途中から居住者の腰部を保持し抱きかかえながら屋
外の安全な場所へ救出した。
６　褒章に値する理由
被表彰者は火災発生場所の１階屋根上に取り残されている居住者を確認すると，迅速な判断かつ
的確な行動により，いち早く安全な場所へ居住者を救出している。　
これら一連の機転の利いた迅速な判断かつ的確な行動は賞賛に値するものである。

 令和7年2月7日 13時30分　～　令和7年2月7日 14時30分


